
O
世
界
の
中
国
学

中
国
学
在
台
湾

本
国
研
究
あ
る
い
は
外
国
研
究
?

若

松

大

祐

・
・
…

は
じ
め
に

中
国
学
は
台
湾

に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
も
と
よ
り

こ
の
問

い
は
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
い
を
考
え

る
た
め
の
初
歩
的
な
考
察
を
行

い
た
い
。
筆
者
は
中
国
近
代
史
、
台

湾
近
代
史
、
政
治
史
、
思
想
史
、
史
学
史
を
学
ん
で
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿

で
は
そ
う
し
た
立
場
か
ら
見
え
て
く
る
台
湾
に
お
け

る
中
国
学
を
紹
介
す
る
。
そ
の
際
、

コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
説
明
が
中
心

と
な
る
。
テ
キ
ス
ト
の
内
容

に
関
し
て
は
本
稿
を
叩
き
台
と
し
て
、

新
た
な
論
考
が
出
現
す
る
の
を
希

っ
て
い
る
。

本
稿

は
次

の
順
序
で
議
論
を
進
め
た

い
。
ま
ず
、
台
湾
と
い
う
時

空

に
つ
い
て
概
述
す
る
。
次
に
、
台
湾
に
お
け
る
人
文
社
会
科
学
の

最
近
五
〇
年
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
際
、
と
り
わ
け
歴
史
学

の

歩

み
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
背
景
的
説
明
に
基
づ
き
、

台
湾
に
お
け
る
中
国
学
の
特
徴

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
最
後
に
、
以

上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
台
湾

の
中
国
学
の
特
徴
が
導
出
す
る
最
近

の
論
争
を
二
つ
ほ
ど
紹
介
し
た
い
。

台
湾
概
述
ー

亜
熱
帯
の
火
山
島
を
と
り
ま
く

複
雑
な
過
去
、
現
在
、
未
来
l
l

台
湾
は

一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
。

こ
こ
で
は
、
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
慮
と

い
う
、
大
使
館

の
役
割
を
代
行
す
る
機
関
の
サ
イ

ト
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、
地
理
、
人
口
、
言
語
、
教
育
制
度
、
歴

史
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
た
だ
こ
の
概
述

は
、
台
湾
に
関
す
る
基
礎

中国学在台湾57



知
識
の
あ
る
読
者
に
と

っ
て
不
要
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
場
合
は
こ

の
部
分

を
飛
ば
し
て
次
節
か
ら
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

台
湾

と
は
、
中
国

の
東
南
海
岸
か
ら

一
六
〇
キ

ロ
の
西
太
平
洋
上

に
あ
り
、
日
本
列
島
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
と

の
間

に
位
置
す
る
島
で

あ
る
。
台
湾
本
島
と
周
辺
の
島
々
と
の
面
積
は
、
あ
わ
せ
て
お
よ
そ

三
万
六
〇
〇
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
台
湾
本
島
は
、
ち

ょ

う
ど
日
本

の
九
州
本
島
よ
り
少
し
小
さ
い
く
ら
い
に
な
る
。
台
湾
は

火
山
島

で
あ
り
、
各
地

に
温
泉
が
散
在
す
る
。
全
島
面
積

の
約
半
分

は
縦

に
通
る
五

つ
の
山
脈
が
占
め
る
。
中
で
も
、
中
央
山
脈

に
は
最

高
峰

の
玉
山

(標
高
三
九
五
ニ
メ
ー
ト
ル
)
が
あ
る
。
戦
前

の
日
本

で
は
新
た
に
獲
得
し
た
土
地
に
あ

っ
て
富
士
山
よ
り
高

い
と
い
う
こ

に
い
た
か
や
ま

と
か
ら
、
こ
れ
を
新
高
山
と
呼
ん
で
い
た
。
台
湾
北
部
は
亜
熱
帯
、

南
部
は
熱
帯
に
属
し
、
七
月

の
平
均
気
温
は
二
八
度
、

一
月
は

一
四

度
で
あ

る
。
夏
は
温
度
と
湿
度
が
と
も
に
高
く
、
五
月
か
ら
九
月
ま

で
続
く
。
日
中

の
気
温
は
二
七
度
か
ら
三
五
度
に
な
る
。
冬
は
温
暖

で

一
二
月
か
ら
二
月
ま
で
と
短
く
、
高
山
で
の
み
雪
が
降
る
。

二
〇
〇
三
年
六
月
現
在
、
台
湾
の
総
人
口
は
お
よ
そ
二
三
〇
〇
万

人
。
最

も
人
口
の
多

い
都
市
は
台
北
の
二
七
〇
万
人
、
次
が
高
雄
の

一
五
〇

万
人
。
人
口
は
漢
人
が
大
部
分
を
占
め
る
。
ほ
か
に
原
住
民

主
要

一
一
民
族

の
四
三
万
九
〇
〇
〇
人
が
い
て
、
全
人
口
の
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
弱
を
占
め
る
。
漢
人
の
中
で
も
、
早
期
に
中
国
か
ら
移
住
し

て
き
た
人
々
は
本
省

人
や
台
湾
人
と
呼
ば
れ
、
主

に
広
東
省
か
ら
来

た
客
家

(全
人
口
の

一
五
%
)
と
、
福
建
省
か
ら
来
た
閲
南
人

(同

七
〇
%
)
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

で
き
る
。
前
者
は
客
家
語

を
、
後
者

は
閾
南
語

(
一
般
に
こ
れ
を
台
湾
語
と
称
す
)
を
話
す
。

ま
た

一
九

四
九
年
、
国
民
党
政
府
と
と
も
に
中
国
各
地
か
ら
再
び
多

く
の
人
が
移
住
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
人
々
は

一
般
に
外
省
人
や
大

陸
人
と
総
称
さ
れ
、
北
京
語
を
話
し
、
全
人

口
の

一
五
%
弱
を
占
め

る
。
先
住
民
族
、
客
家
、
閾
南
人
、
外
省

人
と

い
う
四

つ
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

(四
大
族
群
)
の
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的

背
景

の
違

い
か
ら
衝
突
が
多
発
し
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
表
面
的
な

特
色

は
日
増
し
に
薄
れ

つ
つ
あ
る
と

い
う
意
見
も
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
他
方

で
本
省
人
と
外
省
人
と
の
二
項
対

立
に
集
約
さ
れ
る
省
籍

矛
盾
は
潜
在
的
に
未
だ
色
濃
く
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
再
生
産
さ
れ
て

確
か
に
存
在
し
て
い
る
。

台
湾

の
公
用
語
は
、
北
京
方
言

に
基
づ
く

マ
ン
ダ
リ

ン

(北
京
官

話
、
北
京
語
)
で
あ
り
、
国
語
と
称
さ
れ
る
。
他
に
閲
南
語
と
客
家

語
の
二
つ
の
主
要
言
語
が
使
わ
れ
る
。
文
字

は
漢
字
を
使
用
し
、
こ

れ
は
日
本

の
旧
字
体
に
相
当
す
る
も
の
で
、
台
湾

で
は
正
体
字
ま
た

は
繁
体
字
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
パ
ソ

コ
ン
で
の
文
字

コ
ー
ド
は
B
ig5

で
あ
り
、
文
字
入
力
は

一
般
的
に
注
音
符
号

に
基
づ
い
て
い
る
。

教
育

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
識
字
率

(
一
五
歳
以
上
)
が
九
六

・

〇
三
%
、
教
育
予
算
が
中
央
政
府
歳
出

の

一
八
・○

%
、
人
口
に
占

め
る
就
学
者

の
割
合
が
二
三
・九
%
、
義
務
教
育
が
小
学
校
六
年
と

中
学
校
三
年
と
の
九
年
制
と
な

っ
て
い
る

(X
10
0

1
年
度
)。
高

等
教
育

は
、
学
術

コ
ー

ス
と
職
業

コ
ー

ス
と

に
分
か
れ
る
。
前
者
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は
、
高
等
学
校
三
年
、
総
合
大
学
ま
た
は
単
科
大
学
四
年

(医
学
部

は
七
年

)
、
修
士
課
程

一
-
四
年
、
博
士
課
程

ニ
ー
七
年
と
続
く
。

後
者

は
、
高
等
職
業
学
校
三
年
ま
た
は
高
等
専
科
学
校
五
年
、
短
期

大
学
二
年
ま
た
は
工
科
大
学

四
年
と
な

っ
て
い
る
。
単
科
大
学

・
総

合
大
学

の
数
は
約

一
五
〇
校
、
単
科
大
学

・
総
合
大
学

の
学
生
数
は

約

一
二
五
万
人
、
修
士
課
程

の
学
生
数
は
約

一
〇
万
人
、
博
士
課
程

の
学
生
数
は
約

一
一
万
人
と

な

っ
て
い
る

(
二
〇
〇
二
年
度
)
。
ま

さ
に
台

湾
は
教
育
王
国

で
あ
り
、
学
歴
社
会

で
あ
る
。
企
業
人
で

あ

っ
て
も
、
大
学
卒
だ
け
で
は
満
足

で
き
ず
、
修
士
号

(碩
士
学

位
)
や
博
士
号

(博
士
学
位

)
、
さ
ら
に
は
海
外

(特

に
ア
メ
リ

カ
)

の
学
位
取
得
を
目
指
す
風
潮
す
ら
存
在
す
る
。

さ
て
、
台
湾
が
文
字
記
録

の
上
に
現
れ
る
の
は
、
中
国
の
三
国
時

代
だ
と

い
う
説
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
古
く

は
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
民
族
が
狩
猟
や
漁
労
を
中
心
に
し
て
居
住
し
て

い
た
。

海
賊

の
巣
窟
に
な

っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
中
国
か
ら

の
流
人

の
島

で
も
あ
っ
た
。

マ
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
伝
染
病
も

蔓
延
し

て
い
た
と
い
う
。

大
航
海
時
代

(
一
五
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
前
半
)
に
は
オ
ラ
ン
ダ

が
台
湾
を
占
拠
す
る
。
明
朝
が

一
六
四
四
年
に
滅
亡
す
る
と
、
そ
の

遺
臣

で
あ
る
鄭
成
功

(国
姓
爺
、
内
9
d
ng
a)

は
オ
ラ
ン
ダ
を
駆
逐

し
、
台
湾
を
拠
点
と
し
て
清
朝

(
一
六

一
六
ー

一
九

一
一
)
に
対
抗

し
て
明
朝
再
興
を
企
図
す
る
。

こ
の
あ
た
り
の
話
は
、
江
戸
時
代

の

近
松
門
左
衛
門
の
上
方
浄
瑠
璃

「国
性
爺
合
戦
」

の
題
材
と
な

っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
孫

の
代
に
な
る
と
結
局
鄭
政
権

は
清
朝

へ
帰
順

す
る
。
清
朝
は
海
賊
、
病
気
、
反
乱

の
島
で
あ
る
台
湾

の
取
捨

に
つ

い
て
悩
ん
だ
末
に
、
消
極
的
な
が
ら
も
台
湾

を
結
局
自
ら
の
版
図

へ

組
み
込
む
。
台
湾

は
福
建
省
の

一
部
と
な

っ
た

(
一
六
八
四
年
)。

そ
の
た
め
科
挙
が
実
施
さ
れ
、
当
時

の
中
心
地

で
あ
る
台
南

に
孔
子

廟
が
設
置
さ
れ
た
。
清
朝
は
、
チ
ベ
ッ
ト
や

モ
ン
ゴ
ル
等

の
属
藩
で

科
挙
実
施
や
孔
子
廟
設
置
を
行
わ
な
か

っ
た
。
台
湾
で
は
そ
れ
ら
が

行
わ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
台
湾
は
何

に
も
ま
し
て
中
国

の

一
部
で
あ

る
、
と
い
う
主
張
が
、
後
に
現
代
台
湾
に
お

い
て
中
国
と
の
統

一
を

望
む

い
わ
ゆ
る
統

一
派
の
論
拠

の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
清
朝

は
日
本
な
ど
に
対
す
る
国
防
上

の

観
点
か
ら
台
湾

の
必
要
性
を
認
識
す
る
。
積

極
的
な
統
治
が
開
始
さ

れ
、
台
湾
に
台
湾
省
が
新
設
さ
れ
る

(
一
八
八
五
年
)
。
時

は
洋
務

運
動

の
時
代
で
あ
る
。

一
九
世
紀
後
半
の
中

国
に
起

こ
っ
た
同
運
動

は
全
体
的
に
は
失
敗
と

い
う
評
価
を
下
さ
れ

る
も
、
台
湾
省
で
は
劉

銘
伝
に
よ
る
鉄
道
建
設
を
は
じ
め
と
し
て
概

し
て
成
功
し
て
い
た
の

だ

っ
た
。
台
湾
の
近
代
化
は
清
朝
と
日
本
と

の
ど
ち
ら
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
の
か
を
問
う
、

一
九
八
〇
年
代

の
論
争

に
お
け
る
清
朝

説

の
論
拠

の

一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。

日
清
戦
争

の
結
果
、

一
八
九
五
年
に
締
結

さ
れ
た
下
関
条
約
に
基

づ
き
、
清
朝
は
台
湾
と
膨
湖
諸
島
を
日
本
に
割
譲
す
る
。
日
本
政
府

は
邸
逢
甲
ら
の
抗
日
勢
力
を
駆
逐
し
、
台
湾

を
台
湾
総
督
府
の
統
治

下

に
置

く
。
日
本

は
本
国
の
発
展

の
た
め

に
植
民
地
台
湾

を
経
営
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日本 時代 の桃園 神社 は現 在中華 民国 の忠烈祠(国 立戦残者 追悼施 設、

NationalShrine)と な って建 物の支配者 は替 わ るも、周 囲に は台湾特 有

の亜熱帯 の樹 木が茂 る。(2003年6月22日 撮影)

かつての桃園神社の奥 にある祠 に、今は中国国民

革命 を想起 させ るべ く劉銘伝 、鄭成功、邸逢 甲の

肖像 画が飾 られ る。(2003年6月22日 撮影)
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し
、
そ
の
結
果
台
湾

で
い
わ
ゆ
る
近
代
化
が
進
む
。
例
え
ば
、
衛
生

観
念
や
時
間
観
念
や
法
律
観
念
が
根
付

い
た
。
ま
た
国
語
と
い
う
概

念

が
台
湾
に
根
付

い
た

の
も
日
本
時
代

で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
エ
ス

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
け

れ
ど
も
、
い
ま
や
日
本
語
が
国
語
と
な
り
全
島
内

の
共
通
語
と
し
て

機
能
す

る
。
学
問
に
関
し
て
言
え
ば
、
明
ら
か
に
い
び

つ
な
近
代
化

で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
、
哲
学
、
文
学
、
歴
史
学
な
ど
の
人
文
科

学
、
政
治
学
と
い
っ
た
社
会
科
学
は
、
日
本

の
統
治

へ
の
批
判
精
神

を
育
み
や
す
い
と
い
う
理
由

で
、
台
湾
人
が
学
ぶ
こ
と
を
総
督
府

は

良
く
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
植
民
地
統
治

下
の
台
湾
人
は
、
医
学

や
商
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
彼

ら
は
支
配
-
被
支
配

の

構
図
か
ら
脱
却
を
は
か
り
、
日
本
帝
国
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
の
中
で
優



位
な
地
位

を
獲
得
せ
ん
と
し
た
と
い
う
。

一
九
四

五
年

に
日
本
が
第

二
次
世
界
大
戦
に
敗
北
し
た
こ
と
に

よ

っ
て
、
五
〇
年
に
わ
た
る
台
湾
総
督
府

の
統
治

は
終
焉
し
た
。
台

湾
は
連
合

軍

の
委
託
を
受
け
た
中
華
民
国
軍
に
接
収
さ
れ
る
。
中
華

民
国
政
府

は
、
台
湾
行
政
長
官

公
署
を
設
置
し
て
台
湾

の
統
治
を
開

始
す
る
。
台
湾
住
民
が
政
府
に
期
待
し
て
い
た
祖
国
と
し
て
の
中
国

像
と
、
政
府
側
が
台
湾
住
民
に
期
待
し
て
い
た
中
国
人
像
と
の
ズ

レ

は
、
次
第

に
顕
在
化
し
て
く
る
。
両
者
の
直
接
的
な
武
力
衝
突
は

一

九
四
七
年

に
二
二
八
事
件
と
な

っ
て
現
れ
る
。
「犬
が
去

っ
て
豚
が

来
た
」。

こ
れ
は
当
時

の
台
湾
住
民

の
間

で
発
生
し
た
椰
楡

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
犬
は
う
る
さ
い
け
れ
ど
忠
実

で
紀
律
を
守
る
。
し
か

し
豚
は
全

て
を
貧
り
食
ら
い
尽
く
す
。
犬
で
日
本
人
を
、
豚
で
中
国

人
を
形
容

し
て
い
る
。
日
本
と
中
華
民
国
と
に
よ
る
統
治
を
と
も
に

植
民
地
支
配
と
し
て
位
置
付
け
、
後
者
を
前
者
よ
り
も
劣
悪
な
統
治

と
し
て
理
解
す
る
主
張
が
こ
う
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
長
く
深
く
記

憶
さ
れ
今

な
お
残

る
こ
と
に
な
る
。
中
華
民
国
政
府
は
二
二
八
事
件

鎮
圧
後
に
行
政
長
官
公
署
を
廃
止
し
、
台
湾
省
を
設
置
す
る
。
そ
の

後
、
国
共
内
戦
に
お
け
る
国
民
党

の
敗
北
に
よ

っ
て
、

一
九
四
九
年

に
中
国
共

産
党
が
中
華
人
民
共
和
国
政
府
を
北
京

に
建
立
す
る
。
国

民
党
お
よ
び
中
華
民
国
政
府
は
中
央
政
府
機
構
を
台
湾

へ
移
し
て
反

攻
大
陸

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
共
産
党
と

の
内
戦
を
続
け
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
際
、
故
宮
博
物
院

の
文
物
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
カ
デ

ミ
ー
で
あ

る
中
央
研
究
院
も
台
湾

へ
移
転
す
る
。

一
九
四
九
年

以
降
、
中
華
民
国

(台
湾
)

と
中
華
人
民
共
和
国

(中
国
大
陸
)
と
は
台
湾
海
峡
を
挟
み
、
双
方

が
共
に
内
外

へ
向
け

て
自
身
を
し
て
全
中
国
を
統
治
す
る
唯

一
合
法
の
中
国
中
央
政
府

で

あ
る
と
主
張
し
、
相
手
を
帝
国
主
義

の
手
先

と
し
て
否
定
し
た
。
ま

た
同
時
に
、
両
者
は
世
界
的
な
東
西
冷
戦
構

造
に
巻
き
込
ま
れ
て
お

り
、
中
華
民
国
が
ア
メ
リ
カ
の
、
中
華
人
民
共
和
国
が
ソ
連

の
傘
下

TPKM(Taiwan台 湾、膨湖Penghu、 金門Kinmen、 馬租Matsu)を 実効

支配 する政 治実体の名称 を、 中華 民国か ら台湾へ変更 しよ うとい う正名

運動 の一場 面。後 ろに は国旗 を掲 げて中華民国の正 当性 を主張す る中国

国民党 の中央総本部が見 える。(2003年9月6日 撮影)
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に
あ

っ
た
。
こ
の
時
空
で
は
国
民
党
と
共
産
党
と
が
革
命
党
を
そ
れ

ぞ
れ
自
任

し
、
国
家
教
学
を
三
民
主
義
と

マ
ル
ク
ス
レ
ー

ニ
ン
主
義

と

に
そ

れ
ぞ
れ
固
定

し
た
。
ま
さ
に
、
Id
eo
lo
gy
と

い
う
英
語

と

「党
義
」

と

い
う
中
国
語
と
が

一
致
す
る
状
況
だ

っ
た
。
中

ソ
決
裂

(
一
九
五
〇
年
代
末
期
か
ら
六
〇
年
代
初
期
)
、
国
連

で
の
中
国
の
代

表
権

の
移
動

(
一
九
七

一
年
。
中
華
人
民
共
和
国
の
加
入
と
中
華
民

国

の
脱

退
)
、
米
華
断
交
お
よ
び
米
中
国
交
樹
立

(
一
九
七
九
年
)

な
ど
の
国
際
情
勢
の
変
化
に
伴

い
、
国
際
社
会
に
お
い
て
当
初
優
勢

で
あ

っ
た
中
華
民
国
は
劣
勢
に
、
劣
勢
で
あ

っ
た
中
華
人
民
共
和
国

は
優
勢

に
転
じ
る
。
そ
れ
で
も
、
両
者
は

「
一
つ
の
中
国
」
と

い
う

政
策
に

お
い
て
共
通
点
を
持

っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も

一
九
九
〇
年
代

の
台
湾

に
お
い
て
民
主
化
が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
国
で
あ
る

と
い
う
主
張
す
ら
登
場
す
る
。
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
に

よ

っ
て
、
台
湾
は
今
ま
さ
に
自
ら
と
中
国
と
の
関
係
を
考
え
ざ
る
を

え
な

い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

歴
史
学
在
台
湾
近
五
〇
年

ー

政
治
的
環
境
と
の
相
互
影
響
関
係
i

す

こ
し
多
め
の
紙
幅
を
裂

い
て
台
湾
と
い
う
場
所
に

つ
い
て
説
明

を
行

っ
た
。
で
は
、

こ
の
台
湾
と
い
う
地
に
お
い
て
、
学
問
は
ど
の

よ
う
に
な

さ
れ
て
き
た

の
か
。
ま
ず
戦
後
台
湾
に
お
け
る
学
術
の
特

徴
を
挙
げ

る
。
次
に
歴
史
学
を
事
例
と
し
て
、
各
時
代

に
お
け
る
研

究

の
重
点
の
変
遷
を
追
う
。
そ
こ
か
ら
台
湾

の
学
術
が
、
と
り
わ
け

歴
史
学
が
か
か
え
る
問
題
点
を
指
摘
し
よ
う
。
た
だ
本
稿
の
議
論
は

学
界

の
主
な
担

い
手
で
あ
る
中
央
研
究
院

(
研
究
機
関
)
の
動
向
を

中
心
に
し
て
進
め
る
の
で
、
大
学

(研
究
お
よ
び
教
育
機
関
)
に
お

け
る
研
究
動
向
と
若
干
の
差
異
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

H

台
湾
学
界
の
傾
向
-

人
文
社
会
科
学
を
中
心
に
ー

戦
後
台
湾
の
学
界
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
範
囲
を
人
文

社
会
科
学
に
限

っ
て
み
る
と
、
そ
の
特
徴
は
次

の
五

つ
に
分
類
で
き

る
。
ω
帰
郷
意
識
、
②
政
治
的
規
制
、
⑧
周
辺
的
地
位
、
㈲
理
論
や

方
法
論

の
福
音
的
受
容
、
⑤
学
際
的
か

つ
多
元
的
な
研
究
態
度
、
で

あ
る
。
戦
後
台
湾
の
歴
史
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
史

の
流
れ
が

一
九
四
五

年
に
突
然
せ
き
止
め
ら
れ
、
そ
れ
に
代
わ

っ
て
中
華
民
国
史
が
横
か

ら
流
入
す
る
と

い
う
形
で
始
ま
る
。
学
問
の
流
れ
も
同
様
で
あ
り
、

東
京
帝
国
大
学
の
影
響
下
に
あ
る
台
北
帝
国
大
学

の
知
的
蓄
積
が
せ

き
止
め
ら
れ
、
代
わ
っ
て
中
央
研
究
院
や
そ

の
影
響
下
に
あ
る
国
立

台
湾
大
学
が
中
心
と
な

っ
て
学
術
的
潮
流
を
形
成
す
る
。

つ
ま
り
、

戦
後
台
湾

の
人
文
社
会
科
学
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
近
代
中
国
に
お

け
る
諸
学
問
を
継
承
す
る
形
で
行
わ
れ
る
。
実
際
、
研
究
に
従
事
す

る
学
者

の
多
く
が
中
国
か
ら
国
民
党
政
府
と
と
も
に
遷
占

(遷
移
占

拠
)
し
て
き
た
人
た
ち
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
研
究
対
象
を
中

国
と
し
て
い
た
。

い
つ
の
日
か
故
郷
で
あ
る
中
国
に
帰

る
こ
と
を
夢
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見
て
い
た
。
台
湾

の
人
文
社
会
科
学
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
帰
郷
意

識
に
基
づ

い
て
始
ま
る
。

し
か
し
、
帰
郷
意
識

は

「実
験
室
と
し
て
の
台
湾
」
と
い
う
ふ
う

に
表
現
さ
れ
る
研
究
態
度
に
よ

っ
て
、
次
第
に
希
薄
化
さ
れ
る
。
確

か
に
台
湾
を
実
験
室
と
見
な
す
研
究
態
度
は
戦
後
台
湾
学
術
を

一
貫

す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
戦
後
台
湾
を
と
り
ま
く
国
際
政
治
環
境

の

変
遷
と
と
も
に
、
外
延
を
微
妙
に
増
減
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の

内
包
を
二
度
も
ず
ら
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
中
国
研
究

が
中
国
で
遂
行
で
き
な
い
か
ら
、
台
湾
は
そ
の
代
替
実
験
を
行
う
場

所
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
後
に
、
台
湾
は
中
華
の

一
事
例

で
あ
る
か
ら
、
台
湾

で
の
実
験

の
結
果
を
全
中
国
の
模
範
と
し
て
示

す
場
所
と

い
う
意
味

に
変
わ
る
。
さ
ら
に
、
台
湾
は
台
湾
自
身

の
将

来

の
た
め
に
実
験
す
る
場
所
と

い
う
意
味
に
な
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
帰
郷
意
識
に
基
づ

い
て
学
問
が
決
定
さ
れ
、
後
に
政
治

環
境

の
変
化
に
よ
る
帰
郷
意
識

の
希
薄
化
に
と
も
な
い
、
学
問
も
台

湾
色
を
強

く
帯
び

る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

台
湾

に
お

い
て
政
治
が
学
問
を
左
右
す
る
力
は
大
き
い
。
現
在

の
政

治

に
役
立

つ
も
の
が
実
学
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
虚
学
と
し
て
扱
わ

れ
る
。
確
か
に
、
『論
語
』
子
張
篇
に
あ
る

「学
而
優
則
仕
」
(勉
強

し
て
優
秀
な
ら
仕
官
せ
よ
)
と

い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
ご
と
く
、

学
問
が
政
治

へ
の
登
龍
門
と
な

っ
て
い
る
。
現
代
政
治
に
よ
っ
て
、

あ
る
学
問
が
都
合
よ
く
理
解
さ
れ
、
ま
た
あ
る
学
問
が
攻
撃
さ
れ
タ

ブ
ー
視
さ
れ
る
。

つ
ま
り
学
者

の
研
究
テ
ー

マ
が
政
策
に
よ
っ
て
規

制
さ
れ
て
き
た
と
言

い
得
る
。
そ
の
た
め
発
展
す
る
分
野
と
そ
う
で

な
い
分
野
と

の
間
に
ム
ラ
が
で
き
る
。
政
策

の
変
化
に
よ
っ
て
学
問

が
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
集
中
的
に
か

つ
累
積
的
に

一
つ
の

課
題
を
探
究
す
る
習
慣
が
な
か
な
か
育
ち
に
く

い
。

学
問
の
あ
り
方
を
規
制
す
る
国
内
的
要
因
が
政
策
に
よ
る
規
制
で

あ
る
な
ら
、
当
然
そ
の
国
際
的
要
因
も
あ
る

に
違

い
な
い
。
ウ
ォ
ー

ラ

ス
テ
ィ

ン

(Im
m
an
u
el
W
all
erstein
)
は
、
近
代
世
界
を
資
本

主
義
の
出
現
と
発
展
と
い
う
経
済
シ
ス
テ
ム
と

し
て
捉
え
、
こ
れ
を

世
界
シ
ス
テ
ム
と
名
付
け
た
。
単
純
化
す
れ
ば
、
世
界
シ
ス
テ
ム
は

政
治
的

に
も
経
済
的
に
も
支
配
的
な
中
心

(core)
と
、
中
心
に
従

属
す
る
周
辺

(p
eri
p
h
ery)
と
か
ら
構
成

さ

れ
る
。
台
湾

の
あ
る

論
者
に
よ
れ
ば
、
学
術
の
世
界
も
こ
れ
に
似

て
い
る
と
い
う
。
台
湾

を
例
に
す
る
と
、

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
と
い
う
学
問
的
な
中
心
に
対
し

て
、
そ
れ

へ
従
属
す

る
形

で
台
湾
と

い
う
周

辺
的
地
位
が
存
在
す

る
。
ア
メ
リ
カ
の
学
会
で
流
行
す
る
議
論
が
、

お
く
れ
て
台
湾

へ
移

入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
中
心
-
周
辺
と
い
う
関
係
は
、
宗
主
国
-
植
民
地
と
い
う
関

係
に
も
換
言
可
能
で
あ
ろ
う
。
で
は
日
本
と
台
湾
と
の
間

で
、
学
問

的
な
中
心
-
周
辺
関
係
が
か

つ
て
存
在
し
た

の
か
否
か
。
目
下
の
と

こ
ろ
、
お
も
な
人
文
社
会
科
学
に
は
表
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
は
例
え

ば
台
北
帝
国
大
学
を
国
立
台
湾
大
学

へ
改
組

し
た
際
に
も
露
呈
し
た

よ
う
に
、
中
華
民
国
政
府
が
徹
底
的
に
日
本
統

治
時
代

の
名
残
を
消

し
去
ろ
う
と
し
た
行
為

に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
台
湾
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研
究
に
於

い
て
は
日
本
時
代
に
産
み
出
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
継
承

し
て
い
る
分
野
も
あ
る
。
例
え
ば
、
台
湾
史
の
時
代
区
分
や
、
原
住

民
の
区
分
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
台
湾
史
の
時
代
区
分
は
、
オ
ラ

ン
ダ
時
代
、
明
鄭
時
代
、
清
朝
、
日
本
時
代

(、
国
民
党
時
代
)
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
原
住
民
は
ア
ミ
族
、
タ
イ
ヤ
ル
族
、
パ
イ
ワ
ン

族
、
ブ
ヌ

ン
族
、
プ

ユ
マ
族
、
ル
カ
イ
族
、
ツ
オ
ウ
族
、
サ
イ
セ

ッ

ト
族
、
ヤ

ミ
族

の
い
わ
ゆ
る
九
族
に
区
分
さ
れ
る
。
現
在
は
こ
れ
に

サ
オ
族
と
カ
バ
ラ
ン
族

の
二
民
族
を
加
え
、
主
要

=

民
族
と
な

っ

て
い
る
。

さ
て
、
話
題
を
ア
メ
リ
カ
と
台
湾

の
学
問
上
の
関
係

へ
戻
そ
う
。

戦
後

の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
長
ら
く
人
文
社
会
科
学
に
関
す
る
理
論
や

方
法
論
に

つ
い
て
の
研
究
が
と
り
わ
け
盛
ん
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
す

る
と
、
周
辺
的
地
位
に
あ
る
台
湾
で
は
中
心
か
ら
の
影
響

を
あ
た
か
も
福
音

の
ご
と
く
受
容
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
上
述

し
た
よ
う
に
政
治
的
な
規
制
に
起
因
し
て
、
台
湾
に
は
長
年
の
研
究

蓄
積
が
形
成
さ
れ
に
く

い
。
そ
こ
で
西
洋
の
理
論
に
頼

っ
て
そ
れ
を

模
倣
す
る

こ
と
に
止
ま

っ
て
し
ま
う
か
ら
、
台
湾
独
自

の
理
論
が
新

た
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
数
少
な

い
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
理
論
や
方
法
論
を
台
湾
に
お
い

て
完
全
に
模
倣
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能

で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
人
類
学
や
社
会
学
や
心
理
学

の
分
野
で
問
題
が
生
じ
る
。
ち
な

み
に
、
か

つ
て
社
会
学
は
社
会
主
義
と
い
う
単
語
と
字
面
が
似
て
い

る
と
い
う

理
由
も
あ
り
、
忌
避
し
て
民
族
学
と
よ
ば
れ
た
。
と
に
か

く
華
人
を
研
究
対
象
に
し
な
い
調
査
か
ら
生
ま
れ
た
理
論
で
、
台
湾

や
中
国
に
生
き
る
華
人
の
行
為
や
思
考
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
と
、

や
は
り
限
界
が
あ

っ
た
。
ま
た
台
湾
社
会
を
理
解
す
る
に
し
て
も
、

時
は
農
村
社
会
か
ら
産
業
社
会

へ
の
転
換
期

で
あ
り
、
既
存

の
学
問

体
系
の
ど
れ
か
に
よ
る
単

一
の
分
析

で
は
不
十
分

で
あ

っ
た
。
そ
う

し
て
既
存

の
学
問
区
分
を
超
え
て
、
学
際
的

で
多
元
的
な
研
究
が
望

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
研
究
態
度
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
メ

リ
カ
で
流
行
し
て
お
り
、
留
学
生
が
台
湾

へ
持
ち
帰

っ
て
さ
ら
に
強

ま
る
。
た
だ
、
人
文
科
学
の
諸
学
問
が
共
同
で
研
究
を
す
る
こ
と
は
少
な

い
。
人
文
科
学
に
お
い
て
、
哲
学
や
文
学
と
歴
史
学
と
は
あ
ま
り
交

流
が
な
い
。
そ
の
た
め
人
間

の
個
人
的
内
面
と
人
間

の
社
会
的
営
為

と
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
重
視
さ
れ
る
研
究
態
度

は
、
人
文
社
会
科
学
に

お
け
る
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

〔
日

歴
史
学
界
五
〇
年
の
歩
み

続

い
て
、
戦
後
台
湾

に
お
け
る
歴
史
学

の
歩

み
を
振
り
返

っ
て
み

よ
う
。
そ
の
歩
み
は
、
権
威
主
義

で
な
く
史
料
第

一
主
義
を
主
た
る

理
想
と
し
、
実
証
主
義
と
実
用
主
義
と
い
う
二

つ
の
態
度

の
間
を
往

来
す
る
形
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
時
系
列
的

に
並
べ
る
な
ら
ば
、
ω

史
料
学
派

の
遷
占
、
②
社
会
科
学

の
理
論
の
適
用
、
⑧
中
国
近
現
代

史
の
重
視
、
ω
本
土
化

の
拾
頭
と
な
ろ
う
。
確
か
に
こ
の
四
つ
の
傾

向
は
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
が
存
在
し
た
。
け

れ
ど
も
本
稿
で
は
時
代
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の
主
流
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
各
時
代
を
そ
れ
ぞ
れ

一
世
風
靡
し

た
傾
向
を
強
調
し
た
い
。

ま
ず
台

湾
の
歴
史
学
を
今
な

お
代
表
す
る
存
在

で
あ
る
史
料
学
派

を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九

四
五
年
に
日
本

の
統
治
が
終
わ
り
、

日
本

の
学

術
も
台
湾
を
去

っ
た
。
そ
の
際
に
で
き
た
空
白
地
帯
に
入

り
込
ん

で
き
た
の
が
、
政
治

の
面
で
は
国
民
党
政
権

で
あ
り
、
歴
史

学

の
領
域

で
は
史
料
学
派
だ

っ
た
。
傅
斯
年

(
一
八
九
六
i

一
九
五

〇
)
を
代
表
者
と
す
る
こ
の
学
派
の
立
場
は
、
中
国
史
学
界
に
お
い

て

一
九

二
〇
年
代
か
ら
の
伝
統

を
持

つ
。
史
料
学
派

は
、
膨
大
な
史

料
を
整
理

し
考
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
学
研
究
が
成
立
す
る

と
考
え

る
。
彼
ら
は
、
五
四
新
文
化
運
動
以
降

の
百
花
練
乱
た
る
思

想
界
が
日
中
戦
争

へ
歩
む
中

で
、

「史
学
11
史
料
学
」
と
い
う
方
法

に
よ

っ
て
、
現
実
の
政
治
と

一
線
を
画
さ
ん
と
し
た
。
ま
た
、
研
究

対
象
を
主

に
前
近
代
と
し
た

の
も
、
現
実
政
治

の
影
響
を
避
け
る
た

め
で
あ

っ
た
。
台
湾

へ
遷
占
し
た
中
央
研
究
院
歴
史
言
語
研
究
所

は
、
史
料

学
派
の

一
大
拠
点
で
あ

っ
た
。
遷
占
当
時
、
台
湾
社
会
は

混
乱
し

て
お
り
、
研
究
者

の
給
料
も
少
な
く
、
支
払
が
遅
れ
る
こ
と

も
た
び

た
び
で
あ
っ
た
。
多
く
の
研
究
者
が
生
活

の
た
め
に
、
国
立

台
湾
大
学
等
で
教
育
活
動
を
行
う
。
他
方
、
日
本
時
代
に
培
わ
れ
た

学
問
的

蓄
積
は
、
歴
史
学
に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ
な
か

っ

た
。
歴
史
学
と
は
第

一
義
的
に
国
史
を
、
従

っ
て

(日
本
時
代
は
日

本
史
を
、
)
中
華
民
国
時
代
は
中
国
史
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
台
湾

人
は
日
本
統
治
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
、
彼
ら
の
奴
隷
精
神
を
ま
ず

除
去
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
考
え
た
中
華

民
国
体
制
下
に
あ

っ

て
、
日
本

の
中
国
史
研
究
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
日
本

が
持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
書
籍
の
山
は
、
ひ
も
解
か
れ
る
こ
と
な
く
書

庫
に
眠
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
や

国
立
台
湾
大
学
図
書
館
に
は
今
な
お
残

っ
て

い
る
。

史
料
学
派
は
そ
の
後
も
強
い
影
響
力
を
持

ち
続
け
る
け
れ
ど
も
、

決
し
て
順
調
で
は
な
か

っ
た
。
ま
ず
直
面
し

た
の
は
、
歴
史
学
が
社

会
科
学

の
理
論
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と

い
う
課
題
で
あ

っ
た
。

一

九
六
〇
年
代
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終

え
た
青
年
学
者
が
、
自

由
中
国
と
呼
ば
れ
た
台
湾

へ
帰
国
す
る
。
彼

ら
は
ア
メ
リ
カ
で
盛
ん

に
使
用

さ
れ
て
い
る
社
会
科
学
的
な
理
論
を
歴
史
学

(中
国
史
研

究
)

へ
導
入
し
よ
う
と
す
る
。
歴
史
学
界

(中
国
史
研
究
界
)
は
、

自
ら
の
科
学
化
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
議
論
す

る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ

で

い
う
科
学
化
と

は
、
数
量
化

(経
済
学

や
統
計
学
)、
法
則
化

(政
治
学
や
心
理
学
)
を
目
指
す
理
論
化

の
意
味

で
あ

っ
た
。
歴
史

学
が
主
に
議
論
し
た
の
は
、
数
量
的
分
析

に
基
づ
き
法
則
化
を
志
向

す

rCa近

代
化

論

(M
od
ern
izatio
n
T
h
eory
、

現
代

化

理
論

)

で

あ

っ
た
。
そ
の
た
め
歴
史
学
の
現
代
化
と
い
う
言
葉
も
聞

こ
え
る
よ

う
に
な
る
。
と
に
か
く
、
か

つ
て
の
史
料
学
派
が
行

っ
た
よ
う
な
漢

籍
を
読
み
込
み
、
研
究
者
の
セ
ン
ス
の
み
を
頼
り
に
す
る
訓
詰
学
は

評
価
さ
れ
な
か

っ
た
。
誰
に
で
も
開
か
れ
、
研
究
の
プ

ロ
セ
ス
の
明

示
的
な
学
問
が
希
求
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
た
だ
歴
史
学

に
お
い
て
、

史
料
学
派
の
重
視
す
る
史
料
第

一
主
義
は
そ

の
後
も
続
く
。
ち
な
み
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に
近
代
化
論
は
、
戦
後
日
本

の
歴
史
学

へ
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

た
だ
日
本
の
場
合
、
そ
れ
は
先
行
し
て
流
入
し
て
い
た

マ
ル
ク
ス
主

義
的
な
発
展
段
階
論
と
結
合
す
る
形
で
存
在
し
て
い
た
。
(
一
九
六

〇
年
代
日
本
の
箱
根
会
議

の
よ
う
に
、
近
代
化
論
が
発
展
段
階
論
と

敵
対
し
た
事
例
も
あ
る
こ
と
を
、
本
稿
執
筆
後
に
指
摘
を
受
け
た
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。)

さ
て
、

一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
台
湾
を
、

い
や
正
確
に
は
中
華

民
国
を

取
り
巻
く
国
際
状
況
が
変
化
す

る
。

一
九
七

一
年
に
な
る

と
、
唯

一
合
法
の
中
国
中
央
政
府
の
地
位
を
、
国
際
社
会
は
台
湾

に

あ
る
中
華
民
国
か
ら
、
中
国
大
陸
に
あ
る
中
華
人
民
共
和
国
に
認
め

る
よ
う

に
な
っ
た
。
人
民
共
和
国
に
お
け
る
中
国
史
研
究
も
、
国
際

舞
台

へ
参
入
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
人
民
共
和
国
に
お
い
て
、
二

〇
世
紀
前
半
期
の
中
国
史

(
つ
ま
り
中
華
民
国
史
)
す
ら
研
究
さ
れ

出
し
た
。
中
華
民
国

で
は
、
国
際
社
会

に
お
け
る
地
位
を
敵
に
奪
わ

れ
た
今
、
自
身
の
歴
史

の
執
筆
資
格
ま
で
敵
に
奪
わ
れ
て
な
る
も
の

か
、
と

い
う
風
潮
が
起

こ
っ
た
。
こ
う
し
て
台
湾
に
お
け
る
中
国
近

現
代
史

研
究
が
、
政
権
主
導

で
広
く
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
際
、
中
国
国
民
党
党
史
委
員
会
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、

国
史
館

が
中
心
と
な

っ
て
研
究
が
推
進
さ
れ
る
。
も
と
も
と
中
華
民

国
の
政
策
は
復
古
主

義
的

で
民
族
主
義
的
な
傾
向
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ

え

い
わ
ゆ
る
中
国
古

典
世
界
を
研
究
し
、
自
身
が
そ
う
し
た
世
界
を

継
承
す

る
正
統
な
中

華
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。

い
ま
や
、

中
華
民

国
は
自
身

の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
自
身

の
歴
史

(特
に

一
九

二
〇
1
三
〇
年
代
)

の
研
究

に
着
手
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。確

か
に
、
歴
史
学
は
中
国
近
現
代
史
研
究

に
偏
重
し
た
。
し
か

し
、
同
時

に
歴
史
学
は
後

の
台
湾
史
研
究
ブ

ー
ム
の
た
め
の
伏
線
を

敷
く

こ
と
に
な
る
。
歴
史
学
を
含
む
人
文
社
会
科
学
が
科
学
化
や
現

代
化
を
志
向
し
た
際
、
従
来

の
中
国
的
な
あ
る
い
は
伝
統
的
な
研
究

ス
タ
イ
ル
を
脱
却
し
て
進
む
方
向
は
、
大
き

く
二

つ
だ

っ
た
。

一
つ

は
、
西
洋

モ
デ
ル
を
目
指
し
、
こ
れ
は
現
代
派
と
呼
ば
れ
た
。

い
ま

一
つ
は
、
自
身
の
足
元
に
あ
る
台
湾
を
見

つ
め
直
す
と
い
う

こ
と
を

目
指
し
、

こ
れ
は
本
土
派
と
呼
ば
れ
た
。
ち

な
み
に
両
者
の
対
立
は

文
学
の
領
域

で
顕
著
に
現
れ
た

(郷
土
文
学

論
争
、
一
九
七
七
年
)
。

台
湾
本
土
化
を
目
指
す
勢
力
は
、
政
治
的

に
は

「党
外
」
(国
民
党

以
外
。

つ
ま
り
非
合
法
政
党
結
社
の
集
団
)
と
し
て
出
現
す
る
け
れ

ど
も
、
中
華
民
国
体
制
を
根
本
的

に
否
定

す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー

で

あ

っ
た
。

そ
し
て
こ
の
タ
ブ
ー
を
打
破
す
る
試
み
が
可
能
に
な
る
条
件
が
そ

ろ
う
。

つ
ま
り
、
一
九
八
七
年

に
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
、
一
九
九

一
年

に
動
員
識
乱
時
期
が
終
了
し
、
同
時
期
の
臨
時
条
款

(戒
厳
令
下

の

最
高
法
規
)
が
廃
止
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
民
主
化
が
進
ん
だ
。
こ
う

し
た
流
れ
の
中
で
、
台
湾
と
い
う
島

の
歴
史

に
関
す
る
研
究
や
教
育

が
、
再
検
討
さ
れ
て
中
国
近
現
代
史
研
究

に
取

っ
て
代
わ
る
新
た
な

ブ
ー
ム
と
な
る
。
中
で
も

『認
識
台
湾

(歴
史
編
)』

(
一
九
九
七
年

か
ら
)
の
出
現
は
あ
ま
り
に
有
名

で
あ
ろ
う
。
同
書
は
、中
学
生
の
地

66



理
歴
史
と
公
民
と
を
合
わ
せ
た
総
合
教
科

の
教
科
書
で
あ
る
。
従
来

の
歴
史
教
育

で
軽
視
さ
れ
て
い
た
台
湾
史
を
本
国
史

の
重
要
な

一
部

分
と
し
て
位
置
付
け
た
。
台
湾
と

い
う
島

の
近
代
化
を
語
る
上
で
、

特

に
日
本

の
植
民
地
時
代
に
対
し
肯
定
的
な
評
価
を
も
下
す
内
容
が

あ

っ
た
た

め
、
台
湾
や
日
本
を
は
じ
め
東

ア
ジ
ア
で
議
論
の
対
象
と

な

っ
た
。

と
に
か
く
注
目
す
べ
き
は
、
台
湾
と
い
う
島

の
歴
史
を
中

国
と
い
う
外
在
的
要
因
か
ら
で
な
く
、
台
湾
と

い
う
内
在
的
要
因
に

依
拠
し
て
説
明
し
た
こ
と
が
画
期
的

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
台

湾
史
研
究

は
台
湾
を
取
り
巻
く
内
外

の
複
数
の
要
因
か
ら
台
湾

の
歴

史
を
説
明
せ
ん
と
す
る
新
た
な
段
階

へ
す
で
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た

国
際
的

な
学
術
潮
流

の
中

で
、
ア
ナ
ー
ル
学
派

の
出
現

に

よ
っ
て
研
究
方
法
は
政
治
史
か
ら
社
会
文
化
史

へ
移

っ
た
。
台
北
で

は
、
陶

希

聖

『
食

貨

月

刊
』

を
継
承

す

る

『
新

史

学
』

(き
母

H
istory
)

が

一
九
九
〇
年
に
発
刊
さ
れ
る
。
台
湾
に
お
け
る
中
国
史

研
究
者

の
多
く
は
、
政
治
史
研
究
を
離
れ
、
社
会
文
化
史
研
究

へ
移

行
し
て
い
る
。
ま
さ
に
現
実
政
治

に
意
義
を
保
証
さ
れ
た
正
統
な
政

治
史
研
究

は
、
か
つ
て
盛
ん
で
あ

っ
た
中
国
近
現
代
史
か
ら
今
や
台

湾
近
現
代
史

へ
拠
点
を
移
し
た
。

日

歴
史
学
界
の
直
面
す
る
諸
問
題

台
湾

に
お
け
る
歴
史
学
は
、
学
問
自
身

の
発
展
の
た
め
に
存
在
し

よ
う
と
す
る
理
念
と
、
現
実
政
治
に
役
立

つ
た
め
に
存
在
し
よ
う
と

す
る
理
念

と
の
間
で
揺
れ
な
が
ら
変
遷
し
て
き
た
。

こ
れ
は
、
実
証

研
究
と
実
用
研
究
と

の
、
あ
る
い
は
考
証
と
致
用
と
の
相
互
影
響
関

係
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
確
か
に
戦
後
ま
も
な
く
史
料
学
派

は

同
時
代
的
な
政
治
か
ら
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
前
近
代
に
研
究

の

重
点
を
置
き
、
近
代
史
研
究
に
着
手
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
観
点
を

ず
ら
す
な
ら
ば
、
史
料
学
派

の
存
在
と
古
典
研
究

の
蓄
積
と
に
よ

っ

て
、
正
統
中
国
た
る
中
華
民
国
が
内
外
に
示
さ
れ
え
た
。
ま
た
、
科

学
化
や
現
代
化
と
い
っ
た
学
術
潮
流
も
、
政

治
か
ら

一
定

の
距
離
を

と
る
た
め
と
も
思
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
そ
う
し
た
学
術
潮
流

は
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
舶
来
品
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
台
湾
は
あ
く
ま
で
中
国
を

対
象
と
し
た
研
究

の

一
つ
の
事
例

で
あ

っ
た
。

こ
う
考
え
る
な
ら

ば
、
学
問
は
米
華
関
係
の
強
化
に
、
ま
た
米
国
側

の
対
東

ア
ジ
ア
政

策

の
間
接
的
補
助
に
、
台
湾
側
の

「
一
つ
の
中
国
」
と
い
う
国
策

へ

の
学
問
的
根
拠

の
付
与
に
関
係
し
て
い
た
。
そ
し
て
中
国
近
現
代
史

研
究
と
同
時
代
的
政
治
と
の
関
係

の
深
さ
は

い
う
ま
で
も
な

い
。
け

れ
ど
も
逆
に
、
研
究
者
た
ち
は
学
問
と
し
て

の
近
現
代
史
研
究
を
政

治
的
な
影
響
か
ら
守
ろ
う
と
努
力
し
た
。
郭
廷
以

(
一
九
〇
四
ー

一

九
七
五
)
を
中
心
と
す
る
近
代
史
研
究
者
が

い
わ
ゆ
る
史
料
第

一
主

義
を
く
ど
い
ほ
ど
強
調
し
た

の
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
さ
ら
に
、
九
〇
年
代
の
民
主
化
以
降
盛

ん
に
な

っ
て
い
る
台
湾

史
研
究
も
政
治
と
の
関
係
は
深
い
。
だ
か
ら
脱
政
治
を
目
指
し
、
台

湾
史
研
究
も
史
料
第

一
主
義
を
強
調
す
る
。
確
か
に
学
術
的
タ
ブ
ー

も
表
面
的
に
は
無
く
な

っ
た
。
し
か
し
、
現
政
権

の
政
策
で
あ
る
本

土
化
に
関
連
す
る
研
究
が
極
端
な
ほ
ど
奨
励

さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
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で
あ
る
。

現
実

政
治
が
歴
史
学
研
究
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史
学
の

領
域
区
分
を
見

て
も
わ
か
る
。
現
在

の
台
湾

で
歴
史
と
い
え
ば
、
究

極

の
と

こ
ろ
中
国
古
代
史

(前
近
代
史
)
、
中
国
近
現
代
史

(人
民

共
和
国
を
含
ま
ず
)
、
台
湾
史
に
三
区
分
さ
れ
る
。

こ
の
三
領
域
は

順

に
歴

史
学

界
を

一
世

風
靡

し
た
際
、
ど
れ
も
当
時

に
お

い
て

「我
々

の
過
去
」
を
想
起
さ
せ
、
そ
こ
か
ら

「現
在

の
我
々
」
を
説

明
す

る
装
置

と
な

っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
我

々
と
対

照
的
な

「彼

ら
」
と
な
る
西
洋
世
界
の
歴
史

は
、
「世
界
史
」
と

い
う
研
究
領
域

と
し
て
区
分
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
現
在
的
な
実
用
性

へ
直
接
的
に
繋

が
ら
な

い
た
め
、
世
界
史
研
究
は
な
か
な
か
盛
ん
に
な
ら
な
い
。
ま

し

て
や
、
例
え
ば
南

ア
ジ
ア
史
や
中
東
史
、
前
近
代

の
日
本
史
な

ど
、
台
湾
に
と

っ
て
の
自
国
史
と
世
界
史
か
ら
外
れ
た
地
域
や
時
代

の
歴
史

は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
。

Ii
I

漢

学

'

C
h
in
a

S
t
u
d
y
'

S
in
o
lo
g
y

H

漢
学
と
は
?

台
湾

に
お
い
て
、
漢
学
と
は
何
か
。
ど
う
も
決
定
的
な
定
義
は
見

つ
か
ら
な

い
。
む
し
ろ
甚
だ
あ
い
ま
い
な
よ
う
で
あ
る
。
敢
え
て
定

義
す
る
な
ら
、
目
下
、
台
湾
で
理
解
さ
れ
て
い
る
漢
学
と
は
、
広
義

に
は
中

国
に
関
す
る
学
問

一
般
で
あ
る
。
狭
義
に
は
、
前
近
代
中
国

を
研
究

と
す
る
人
文
科
学
と
な
る
。
古

い
言
葉
で
い
え
ば
、
文
史
哲

(文
学
、
歴
史
、
哲
学
)
に
、
も

っ
と
古
く

は
漢
籍

の
四
部

の
分
類

を
構
成
す
る
経
史
子
集

(経
学
、
歴
史
、
諸

子
、
文
学
)
に
属
す
る

学
問
が
狭
義

の
漢
学
と
な
る
。
た
だ
、
学

際
的
研
究
が
進
ん
だ
現

在
、
言
語
学
、
美
術
藝
術
学
、
考
古
学
、
社
会
科
学
的
な
観
点
や
手

法
を
用
い
て
前
近
代
中
国
を
研
究
す
る
場
合
、

こ
れ
も
漢
学
と
呼
ぶ

よ
う
で
あ
る
。

台
湾

に
お
け
る
漢
学
は
、
戦
後
国
民
党

に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
、

中
央
研
究
院
、
故
宮
博
物
院
、
国
史
館
、
各
大
学
等
と
い
っ
た
研
究

教
育
機
関
に
お
い
て
進
展
し
た
漢
学
研
究
を
指
す
。
確
か
に
台
湾

に

お
い
て
も
清
代
に
は
科
挙
を
目
的
に
し
て
書

院

(学
校
)
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
時
代
に
も
日
本
語
と
並
行
し
て
漢
語
で
の
創

作
活
動
も
存
在
し
て
い
た
。
恐
ら
く
、
台
湾

に
お
け
る
漢
学
研
究

の

独
自
の
流
れ
も
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
日
本
敗
戦
ま

で
の

台
湾
に
お
け
る
漢
学
研
究
と
戦
後
国
民
党
に
よ

っ
て
持
ち
込
ま
れ
た

漢
学
研
究
と
の
継
承
関
係
は
、
明
ら
か
で
な

い
。
と

い
う
の
も
、
戦

後
国
民
党
政
権
が
前
代
の
学
問
的
蓄
積
を
排
除
し
た
と
い
う
言
明
が

支
配
的
な
現
今
、
前
者

は
消
滅
し
、
後
者

の
み
が
存
在
す
る
と
語
ら

れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
近
代
以
前

の
中
国
に

お
い
て
自
身

の
学
問
を

「学
」
と
称
し
、
わ
ざ
わ
ざ

「漢
学
」
と
か

「中
国
学
」
と
名
付
け

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
近
代
に
な
る
と
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響

も
あ
り
、
中
国
で
も
自
国
の
学
問
を

「国
学
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ

た
。
「漢
学
」
と
か

「中
国
学
」
と
い
う
よ

う
に
名
付
け
た
の
は
西
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洋
人

で
あ
る
か
ら
、
漢
学
と

は
西
洋
人

の
行
う
中
国
研
究
で
あ
る
、

と
い
う
意
見
も
あ
る
。
欧
米

に
お
い
て
、
中
国
研
究
が
扱
わ
れ
る
の

は
、
哲

学
、
歴
史
学
、
文
学
、
政
治
学
、
経
済
学
と
い
っ
た

い
わ
ゆ

ヘ

へ

る
西
洋
中
心
的
な
純
粋
学
問

の
範
囲
内
で
な
く
、
地
域
研
究
と
し
て

で
あ
る
。
確
か
に
、
西
欧

で
は
古
典
学
を
中
心
と
す
る

。。
ぎ
。
δ
尊

的

な
伝
統
や
蓄
積
が
あ
る
。

一
方

、
ア
メ
リ
カ
で
は
現
代
の
社
会
科
学

を
含
み
、
そ
れ
を
中
心
と
す
る

O
ピ
器

。。
ε
身

的
な
傾
向
が
あ
り
、

西
欧
と
比
較
す
る
と
研
究
蓄
積

が
浅
く
、
古
典
よ
り
現
代
を
研
究
対

象
と
し

て
い
る
。

そ
こ
で
、
台
湾

の
漢
学
研
究

は
む
し
ろ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
傾
向
を

持

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
国
民
党
政
権

の
復
古
主
義
的
で
民
族
主

義
的
な
文
化
政
策

の
影
響
も
あ
り
、
中
国
古
典
研
究
の
蓄
積
は
相
当

厚
い
。
近
年
は
こ
う
し
た
蓄
積

を
整
理
、
出
版
、
公
開
、
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
潮
流
が
あ
る
。
国
際
漢
学
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
の
知
的
動
向

は
、
台
湾
が
学
術
面

に
お
い
て
国
際
的
に
自
身
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た

め
の
新
た
な
手
段
と
な

っ
て
い
る
。
結
局

の
と

こ
ろ
、
「国

際
漢
学

」
や
そ
こ
か
ら
派
生
し
た

「日
本
漢
学
」
と
い
っ
た
概
念
も

出
現
し
、
使
用
者
や
用
途
に
よ

っ
て
概
念

の
範
囲
や
中
心
的
な
意
味

す
ら
変

わ

っ
て
し
ま
う
の
が
台
湾

の
現
況
で
あ
る
。

口

漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー

i
l
漢
学
の
国
際
拠
点
を
目
指
し
て
ー

戦
後
冷
戦
構
造
の
中
で
、
長
ら
く
中
国
大
陸
は
外
国
人

の
入
国
を

制
限
し
、
西
側
諸
国
の
多
く
も
中
華
人
民
共
和
国
を
承
認
し
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
中
国
を
研
究
す
る
外
国
人
は
、
台

湾
を
訪
れ
た
。
ま
た
台
湾
国
内
で
は
、
中
華

民
国
が
自
ら
を
唯

一
合

法

の
中
国
の
中
央
政
府

で
あ
る
と

い
う
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め

に
、
中
国
古
典
研
究
が
広
く
奨
励
さ
れ
る
。
特

に
、
中
華
人
民
共
和

国
で
文
化
大
革
命

(
一
九
六
六
-
七
七
)
が
起

こ
り
伝
統
文
化
を
否

定
し
破
壊
し
て
い
る
際
、
そ
れ
に
対
応
し
て
中
華
民
国

で
は
中
華
文

化
復
興
運
動

(
一
九
六
六
i
七
六
)
が
起

こ

っ
た
。
同
運
動
は
、
中

華
の
伝
統
文
化
と
倫
理
道
徳
の
発
揚
を
主
旨

と
し
、
思
想
面
や
学
術

面
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
学
術
機
関
で
中
華

の
優
良
な
文
化
を

広
め
、
社
会
に
根
ざ
し
た
文
化

の
育
成
を
推

進
し
よ
う
と
し
た
。

中
華
民
国
は
国
連
を
脱
退
し

(
一
九
七

一
年
)、
米
中
は
国
交
を

樹
立
す
る

(
一
九
七
九
年
)
。
中
華
民
国
は
台
湾
に
お

い
て
、
ま
す

ま
す
正
統
中
華
を
内
外

へ
主
張
す

る
必
要

性
が
生

じ
る
。
行
政
院

(国
会
)
は

一
九
七
九
年
六
月
、
漢
学
研
究

を
促
進
し
、
内
外

の
漢

学
研
究
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
強
化
す
る
こ
と
を
教
育
部
に
強
く
指
示

し
た
。

こ
う
し
て

一
九
八

一
年
九
月
三
〇
日

に

「漢
学
研
究
資
料
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス

・
セ
ン
タ
ー
」
が
正
式
に
成
立
し
、

一
九
八
七
年

一

一
月

に
は

「漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」

へ
名
称

を
変
更
し
た
。

同

セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
そ

の
目
的
は
、
漢
学
研
究
の
良
さ
を
唱
導
し
、
漢
学
全
体

の
発
展
を
推

し
進
め
、
内
外

の
漢
学
研
究

の
合
作
や
交
流

を
促
進
し
、
学
術
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
主
な
活
動
内
容
は
、
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ω
漢
学
資
料

の
調
査
お
よ
び
蒐
集
、
②
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
、
⑧
研

究
動
向

の
情
報
発
信
、
㈲
各
種
目
録
お
よ
び
索
引

の
編
集
と
印
刷
、

⑤
個
別
テ
ー

マ
研
究

の
推
進
、
⑥
漢
学
に
関
す
る
論
著

の
出
版
、
ω

へ

研
究
者

の
来
華
研
究

の
補
助
、
㈹
学
術
活
動
の
開
催
、
の
八
点

で
あ

る
。
実
際
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
中
国
の
古
典
世
界
に
関
係
す

る
文
、
史
、
哲
、
言
語
、
藝

術
、
考
古
が
研
究
対
象
と
な

っ
て
い

へ

る

。

た

だ

、

海

外

か

ら
来

華

し

た

研

究

者

の
中

に

は

社

会

科

学

を

研

究

テ

ー

マ
に

し

て

い

る

人

も

い
る

よ

う

で
あ

る
。

な

お

興

味

深

い

の

は

、

セ

ン
タ

ー

の
英

文

表

記

で

あ

る
。

設

立

当

初

か

ら

現

在

に

い

た

る
表

記

の
変

遷

過

程

に

つ

い
て

は

不

明

で

あ

る

け

れ

ど

も

、

先

日

(
二

〇

〇

五

年

二
月

)

訪

問

し

た

際

に
受

け

取

っ

た

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

に

は

、

「C
e
n
te
r
fo
r
C
h
in
e
se
S
tu
d
ie
s)

と

あ

っ

た

(W

eb
S
ite
も

同

様

)
。

と

こ
ろ

が

セ

ン
タ

ー

の
入

り

口

の
看

板

に

は

「C
e
n
te
r
fo
r
S
in
o
lo
g
y
)

と

あ

る
。

ま

さ

に
、

台

湾

に

お

け

る
漢

学

の
意

味

す

る

も

の
が

S
in
o
lo
g
y
か
ら

C
h
in
e
s
e
S
tu
d
ie
s
へ
移

り

つ

つ
あ

る
傾

向

を

も

つ
も

の

の
、

結

局

の
と

こ

ろ

そ

の
意

味

が

未

定

で
あ

る

こ
と

の
象

徴

と

言

え

よ

う

。

日

研
究
の
現
状
ー

工
具
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
1

台
湾

に
お
け
る
学
術
を
特
徴
付
け
る
の
は
工
具
類

の
充
実
で
あ
ろ

う
。

つ
ま
り
目
録
、
索
引
、
研
究
案
内
と
い
っ
た
工
具
書

の
充
実

で

あ
る
。
概
説
書

の
出
版
と
同
様
、
工
具
書
は
い
さ
さ
か
多
す
ぎ
る
嫌

い
も
あ

る
。
け
れ
ど

も
、
こ
う
い
っ
た
点
に
関
し
て
遅
れ
を
と

っ
て

い
る
日
本
と
は
対
照
的
で
も
あ
る
。
と
り
わ

け
台
湾
が
シ
リ
コ
ン

・

ア
イ
ラ
ン
ド
の
異
名
を
も
ち
、
I
T
産
業
国

で
あ
る
こ
と
に
関
係
し

て
、
学
術
情
報
の
電
子
化
は
か
な
り
前
よ
り
進
ん
で
い
る
。
漢
学
研

究
に
お
い
て
あ
ま
り
に
有
名
な
の
は
、

一
九
九
五
年
よ
り
準
備
が
す

す
め
ら
れ

一
九
九
七
年
か
ら
公
開
さ
れ
た
中
央
研
究
院

の
漢
籍
電
子

文
献

(h
ttp
://w
w
w
sin
ica.ed
u
.tw
/ftm
s-b
in
/ftm
sw
3
)
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
有
名
な
漢
籍

の
ほ
と
ん
ど
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も

過
言
で
な
い
。
他
に
、
漢
学
研
究

セ
ン
タ
ー
も
漢
籍
関
係

の
目
録
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
公
開
し
て
い
る
。
国
家
図
書
館
で

は
、
国
内
大
学
院
の
博
修
士
論
文

の
ほ
と
ん
ど
が
検
索
可
能
で
、
そ

の
う
ち
近
年

の
多
く
は
全
文
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
に
な

っ
て
い
る

(要
I
D
お
よ
び
パ
ス
ワ
ー
ド
)。

台
湾
に
お
け
る
資
料
公
開
度

の
高
さ
に
は
、
概

し
て
驚
か
さ
れ

る
。
研
究
機
関
や
大
学

の
ほ
と
ん
ど
は
、
部
外
者

で
あ

っ
て
も
身
分

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
提
示
に
よ

っ
て
、
誰

で
も
参
観
、
閲
覧
が

可
能
で
あ
る
。
資
料
の
公
開
と
共
有
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
台
湾
の

先
進
性
は
賞
賛
す
べ
き
も

の
が
あ
る
。
確
か

に
、
台
湾
は
国
際
的
な

活
動
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
学
術
の

面
に
お
い
て
資
料

の
開
放
を
推
進
し
、
内
外

の
注
目
を
集
め
よ
う
と

企
図
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
資
料
の
保
存

と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
過
度

の
公
開

に
は
疑
問
符
が

つ
く
か
も

し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
逆
に
制
限
を

つ
け
た
が
る
日
本
に
お

け
る
資
料
の
公
開
度

の
低
さ
と
不
便
さ
と
を
考
え
る
時
、
日
本
は
台
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湾

に
学

ぶ
べ
き
点
が
多

い
こ
と
に
気
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
開
か
れ

た
交
流

こ
そ
が
、
学
術
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
の
だ
か
ら
。

四

中
国
は
自
己
そ
れ
と
も
他
者

反
共

復
国
と
い
う
理
想
あ

る
い
は
幻
想

が
中
華
民
国
の
国
是

で

あ

っ
た
冷
戦
時
期
に
、
蒋
介
石
は
正
統
中
華
を
体
現
せ
ん
と
し
た
。

最
近

の

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
台
湾

の
地

へ
の
蒋
介
石
、
経
国
父
子

の
埋
葬

が
と
う
と
う
決
定
し
た
と
い
う
。
い
ず
れ
中
華
民
国
が
中
国

大
陸
を
再
び
統
治
し
え
た
暁
に
中
国
の
地

へ
埋
葬
さ
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
思

い
か
ら
、
蒋
父
子

の
棺
は

い
ま
だ
地
上
に
設
置
し
て
あ

っ

た
。

こ
れ
を
二
段
階
埋
葬
と
呼

ぶ
。
し
か
し
近
々
、
棺
は
桃
園
か
ら

蒋
介
石

の
次
男
蒋
緯
国

の
眠

る
台
北
市
郊
外
五
指
山

へ
移
る
と
い

う
。
そ

う
い
え
ば
故
宮
博
物
院
正
面

の
蒋
介
石
像
も
最
近
撤
去
さ
れ

た
と
聞

く
。

こ
う

し
た
事
件
の
背
景
に
は
、

「自
身
が
ど
こ
の
国

の
人
間
な
の

か
」
と

い
う
問
題

に
対
す
る
、
台
湾

の
人
々
の
苦
悩
が
存
在
し
て
い

る
。
「
国
立

」、
「
国
家
」"
「N
ati
o
n
alJ
と
は
、
ど

こ
の
国
を
指
す

の
か
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
端
的
に
表
出
し
た
二
つ
の
事
例

を
紹
介

し
よ
う
。

H

故
宮
博
物
院
-

世
界
の
中
の
故
宮
鴨
中
華
の
至
宝
ー

台
北

に
あ
る
故
宮
博
物
院
の
文
物

は
、
か
な
り
の
数
量
に
上
り
、

種
類
も
多

い
。
そ

の
数
量

は
、
総
計
六
五

万
五

一
五
六
件

と
い
う

(二
〇
〇
四
年

=

月
現
在
)。
内
容
と
し
て
は
、
銅
器

(青
銅
器
)

五
九
八
二
件
、
磁
器
二
万
五
三
〇
三
件
、
玉

器

一
万

一
七
六
三
件
、

漆
器
七
〇
八
件
、
磁
螂
器
二
五
〇
八
件
、
彫
刻
三
七
四
件
、
文
具
二

三
八
九
件
、
銭
幣

(貨
幣
)
六
九
五
二
件
、
絵
画
五
二
五
六
件
、
法

書

(書
道
)
二
九
五
六
件
、
法
帖

一
二

一
二
件
、
糸
繍

(刺
繍
)
二

七
八
件
、
成
扇

一
六
五
〇
件
、
印
拓
七
件
、
善
本
書
籍

一
七
万
六
六

九
〇
冊
、
清
宮
梢
案
文
献
三
八
万
六
七
二
七

冊
件
、
満
蒙
蔵
語
文
献

一
万

一
五
〇

一
件
、
及
び
法
器
と
服
飾
と
鼻

煙
壷
と
を
含
む
雑
項

一

万
二
九
〇
〇
件
等

に
分
類
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
物
は
、
主
に
清
朝

の
宮
廷

収
蔵
物
を
基
礎
と
し
て

い
る
。
清
朝

の
収
蔵
物
は
前
三
代

の
宋
、
元
、
明
の
王
朝

(九
六
〇

1

一
六
四
四
)
の
宮
廷
文
物
を
継
承
し
た
上

に
、
清
朝
の
収
集
品
を

加
え
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

一
九

一
二
年

の
中
華
民
国
成
立
と
と

も
に
、
文
物

は
紫
禁
城
北
側
の
内
廷
に
保
管

さ
れ
る
。

一
九

一
四
年

に
政
府
は
紫
禁
城
南
側
の
外
廷
に
古
物
陳
列
所
を
設
立
し
、
清
朝

の

熱
河
避
暑
山
荘
と
藩
陽
故
宮
の
文
物
を
も
同
陳
列
所

へ
移
す
。

一
九

二
五
年

一
〇
月

一
〇
日
の
国
慶
節

(双
十
節

)、
同
所
は
故
宮
博
物

院
と
し
て
正
式
に
成
立
し
、
展
示
事
業
も
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

日
中
戦
争

の
戦
火
を
避
け
、
文
物

は
巴
県
、
峨
媚
、
楽
山
と

い
っ
た

中
国
西
南
地
区

(
い
わ
ゆ
る
大
後
方
)

へ
移

転
す
る
。
抗
日
戦
争
勝

利
後
、
文
物

は

一
旦
重
慶

に
集
め
ら
れ
、

そ
の
後
南
京

に
運
ば
れ

る
。
当
時
、
故
宮
博
物
院

の
文
物
と
は
別
系
統

の
中
央
博
物
院
籠
備
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処

(準
備
所
)
の
文
物
も
南
京
に
運
び
帰
さ
れ
る
。

一
九
四
八
年

の

秋
、
国
共
内
戦

の
情
勢
逆
転
に
と
も
な
い
、
国
民
党
政
権

は
故
宮
博

物
院
、
中
央
図
書
館
、
中
央
研
究
院
、
中
央
博
物
院
簿
備
処
の
精
品

を
選
び
、
台
湾

へ
疎
開
さ
せ
る
決
定
を
下
す
。
同
年
末
、
箱
詰
め
さ

れ
た
文
物
が
中
華
民
国
海
軍

の
協
力

で
南
京
に
お
い
て
積

み
込
ま

れ
、
第

一
陣
が
台
湾

の
基
隆
港

へ
運
ば
れ
る
。
そ
し
て
台
中
県
霧
峰

郷
北
溝

の
山
麓
に
保
管
庫
が
新
設
さ
れ

て
、
文
物
は
こ
こ
へ
移
転
す

る
。

一
九
六
五
年
台
北
外
双
渓

に
故
宮
博
物
院

の
新
館
が
設
立
さ

れ
、
文
物
の
収
蔵
、
展
示
が
開
始
さ
れ
る
。

以
上
、
故
宮
博
物
院

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
記
載
を
基
礎
に
し
て
、

そ
の
収
蔵
内
容
と
歴
史
と
を
概
観
し
た
。

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
中
華
民
国
に
と

っ
て
故
宮
博
物
院

の
存
在
お
よ
び
そ
の
文
物

は
、
自

身
の
正
統
性
を
示
す
手
段
で
あ

っ
た
。
近
代
に
お
い
て
、
国

立
博
物

館
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成

の

一
翼
を
担

っ
た
。
人
々
は

博
物
館

の
展
覧
を
通
じ
て
、
栄
光
あ
る
過
去
が
現
在
に
生
き
る
自
分

達

へ
繋

が

っ
て
い
る
こ
と
を
認
知
し
、
再
確
認
し
た
。

こ
れ
は
周
知

の
こ
と

で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
や
イ
ギ
リ
ス
の
大

英
博
物
館
を
見
た
だ
け
で
も
容
易
に
理
解

で
き
る
。
中
華
民
国
は
故

宮

が
台
北
に
あ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
中
華

の
正
統
的
継
承
者
を
自
任

し
内
外

へ
主
張
し
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
に
は
前
代

(前
王
朝
)

の
歴
史
を
次
代

(次
の
王

朝
)
が
書
く
と
い
う
、
正
史
編
纂

の
伝
統
が
あ
る
。

一
九
七
八
年
、

故
宮
博
物
院
は
、
国
史
館
と
協
力
し
て

『清
史
稿
』
を
校
注
、
後
に

銅S石介蒋は前手院物博宮故の中間期節慶

ー

国

影
う
撮

祝

日
を
13

年

月

周

10
89
年む

国

oo

民
@
華

゜

中
像

国
史
館
が
整
理
増
訂
し
て

『
清
史
稿
校
注

』
と
し
て
出
版
し

て
い

る
。

一
九

二
七
年
に
成
立
し
た

『清
史
稿
』
を

一
九
七
八
年

に
再
び

書
き
直
す

の
は
、
国
際
的
に
活
動
空
間
が
狭

め
ら
れ
、
中
国
と
し
て

認
知
さ
れ
な
く
な

っ
た
中
華
民
国
の
自
己
主
張
で
あ

っ
た
。
ち
な
み

に
、
二
〇
〇
三
年
に
は
中
華
人
民
共
和
国
が

『清
史
』
の
執
筆
を
表

明
し
た
。

つ
ま
り
、
人
民
共
和
国
は
自
ら
を
中
華

の
正
統
継
承
者
と
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し
て
主

張
し
た

の
だ
。
『
清
史

』
を
書

い
て
、
次

に

『
中
華
民
国

史
』
を
も
書

い
て
し
ま
お
う
と

い
う
意
図
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
た
め
、
台
湾
海
峡
両
岸

で
議
論
に
も
な
っ
た
。
ち
な
み
に

こ
う
し
た
動
き
は
、
過
去
に
も
あ

っ
た
。
『清
史
稿
』
の
標
点
本

は

北
京
の
中

華
書
局
よ
り

一
九
七
六
年
に
、
『中
華
民
国
史
』

は
同
じ

く
北
京

の
中
華
書
局
よ
り

一
九
八

一
年
に
出
版

さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。一
方
、
故
宮
博
物
院
は
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
別

に
、
近
年
勃

興
す
る
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
も
深

い
関
わ
り
が
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
、
杜
正
勝

は
博
物
院
院
長
に
任
命
さ
れ
る
。
彼

の

打
ち
出
す

理
念
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
故
宮

の

政
治
的
要
素
を
払
拭
す
る
こ
と
、
芸
術
文
化
を
基
礎

に
し
て
運
営
す

る
こ
と
、
本
土

・
中
華

・
世
界
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
多
元
文
化
観
を
打

ち
出
す

こ
と
、
国
家
や
民
族
の
栄
誉

の
み
な
ら
ず
普
遍
的
な
美
、
人

間
性

の
本
質
、
人
文
の
完
成
に
重
点
を
置
く
こ
と
、
と
。
と
は
い
う

も
の
の
、
実
際
は
故
宮
が
正
統
中
華

の
主
張
を
止
め
、
代
わ
っ
て
台

湾
を
主
張

す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
否
め
な

い
。
故
宮

は
従
来

の
よ

う
な
本
来

所
蔵
さ
れ
て
い
る
中
華
的
な
文
物
中
心
の
展
示
か
ら
、
内

外
か
ら
集

め
た
文
物

の
展
示
も
始
め
た
。
そ
こ
で
は
、
台
湾
的
な
文

物
あ
る

い
は
世
界
的
な
文
物
が
展
示
さ
れ
始
め
た
。

口

台
湾
史

"
中

国
史

"
世
界
史

11

一

『
聯
合
報
』
な
ど
の
報
道

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年

一
〇
月

一
九

日
、
台
湾
教
育
部
長

(文
部
科
学
大
臣
)

の
杜
正
勝
は
、
今
後
の
高

校
教
育
課
程

で
歴
史
科

の
台
湾
史
、
中
国
史

、
世
界
史

の
比
率

を

一
二

二

と
し
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
の
こ
の
新
課
程
実
施
を
国

会
に
て
提
案

し
た

(採
決

で
な
い
)
。
か

つ
て
国
民
党
政
権
下

で
は

「中
華
民
国
が
全
中
国
を
代
表
す

る
国
家
」

と

い
う
建
前
が
あ

っ

た
。
そ
の
た
め
に
中
国
大
陸

の
歴
史
や
地
理
を
本
国

の
も
の
と
し
て

教
え
て
き
た
。
し
か
し

一
九
九
七
年
か
ら
教

科
書

『認
識
台
湾
』
が

登
場
し
、
台
湾
と
い
う
島

に
特
化

し
た
歴
史

教
育
が
始
ま

っ
て
い

た
。今
回
の
二
〇
〇
六
年
版
高
校
歴
史
教
科
書

の
改
訂
を
め
ぐ
る
議
論

は
、
こ
う
し
た
流
れ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
新
た
な
構
想
で
は
、
中

国
古
代
王
朝
か
ら
現
代
台
湾

ま
で
を
網
羅

し
た
現
行

の

『本
国
歴

史
』
と

い
う
教
科
書
を
、
『中
国
史
』
と

『
台
湾
史
』
と
い
う
二
種

類
の
教
科
書
に
分
割
す
る
。

つ
ま
り
、
仮
に
実
現
す
れ
ば
、
現
行
の

『本
国
歴
史
』
に
お
け
る
大
部
分

の
記
述
で
あ
る
古
代
か
ら

一
九

四

五
年
ま
で
の
歴
史
が
、
『中
国
史
』
に
な
る
だ

ろ
う
。

ま
た

『台
湾
史
』
で
は
、
戦
後
台
湾
に
お
け
る
国
民
党
政
権

の
弾

圧
事
件
や
戒
厳
令
下
で
の
強
権
政
治
に
つ
い
て
も
多
く

の
紙
幅
を
割

く
と
い
う
。
加
え
て
、
台
湾
独
立
論
の
根
拠

と
な
る

「台
湾
地
位
未

定
論
」
の
主
張
も
、
初
め
て
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
主
張
は
、
次
の
二
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
ω
連
合
国

首
脳
が
戦
後
処
理
を
協
議
し
た

一
九
四
三
年

の

「カ
イ
ロ
会
談
」
で

台
湾
の
地
位

に
関
す
る
正
式
合
意
は
な
い
、
②

一
九
五

一
年
の
サ
ン
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
お
い
て
日
本
は
台
湾
放
棄

の
表
明
に
と

ど
ま

っ
た
、
と

い
う
二
点
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
う
し
た
言
明
は
、

戦
後

の
国
民
党

に
よ
る
台
湾
支
配

の
合
法
性
を
否
定
す
る
に
等
し

い
。
特

に
後
者
は
、
日
本
が
日
華
平
和
条
約

(
一
九
五
二
年
)
で
台

湾

の
主
権
と

一
切

の
権
利
主
張
を
放
棄
し
た
後
、
台
湾

の
主
権
は

「中
華
民
国
」

に
も
、

「中
華
人
民
共
和
国
」
に
も
帰
属
せ
ず
、
台
湾

国
民
全
体

の
も

の
と
な

っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
う
し

た
動
向
は
、
現
行
の
教
育
課
程

へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ

る
。
従
来

は
、
蒋
介
石
が
出
席
し
た

「カ
イ
ロ
会
談
」
を
根
拠
と
し

て
、
国

民
党
政
権

の
台
湾
支
配

の
正
当
性

が
教
育
さ
れ

て
き
た
の

だ

っ
た
。

ち
な
み
に
、
教
育
部
で
は
、
孫
文

の
唱
え
た
論
理
や
蒋
介

石
政
権

の
業
績
な
ど
を
教
え
る
高
校

の
必
修
科
目

「三
民
主
義
」
を

二
〇
〇
六
年
改
訂
で

「公
民
と
社
会
」
と

い
う
科
目
に
吸
収
し
、
事

実
上
廃
止

し
た
い
様
子
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
陳
水
扁
政
権
の

教
育
政
策

は
台
湾

の
独
自
性
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
中

国
国
民
党

な
ど
野
党
側

は

「祖
国
の
歴
史
を
分
断
す
る
も

の
だ
」
と

反
発
を
強

め
て
い
る
。
孫
文
の
生
誕

=
二
八
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
四

年

=

月

一
二
日
、
国
民
党
主
席
連
戦
は

「国
父

(孫
文
)
は
外
国

人
で
は
な

い
」
と
演
説
し
、
陳
政
権

の
構
想
を
批
判
し
た
。
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